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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年５月１３日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２２年２月２５日１１時４２分ごろ、本船が発見された。） 

発生場所 不明（本船が発見された場所は、大分県佐伯市屋形島洲ノ鼻消波堤灯台か

ら真方位１４８°１,５００ｍ付近（概位 北緯３２°４６.２′ 東経１

３１°５５.０′）であった。） 

事故調査の経過  平成２２年３月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 金光
きんこう

丸、０.６トン 

 ＯＴ３－５４６３９（漁船登録番号）、個人所有 

 ６.３０ｍ(Lr)×１.７６ｍ×０.５３ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、３０kＷ（漁船法馬力数）、昭和６１年１２月

２日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ８１歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 昭和５１年６月２５日 

  免許証交付日 平成２０年１０月１６日 

          （平成２６年８月３日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船首部破損 

 事故の経過 

 

 本船は、平成２２年２月２５日０７時００分ごろ、船長１人が乗り組

み、建網漁の目的で、佐伯市蒲江漁港を出港し、屋形島付近の漁場に向か

った。 

 船長の親族は、帰航予定の１０時を過ぎても本船が帰航しないため、所

属漁業協同組合（以下、単に「漁協」という。）と相談し、１１時２４分

ごろ、漁協が佐伯海上保安署に捜索を要請するとともに、僚船も捜索に参

加した。 

漁協職員が乗船した僚船は、１１時４２分ごろ、屋形島洲ノ鼻消波堤灯

台から真方位１４８°１,５００ｍ付近の屋形島南岸の岩場に転覆した状態

で乗り揚げた本船を発見したが、時化のためそこに近づくことができず、

屋形島北岸に接岸して漁協職員が陸行し、１２時４０分ごろ、本船が乗り

揚げた場所に到着したところ、本船近くに倒れていた船長を発見した。 

船長は、ヘリコプターで佐伯海上保安署に搬送され、溺死と検案され

た。 
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 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南南東、風力 ６、視界 良好 

海象：波高 約２～３ｍ、潮汐 上げ潮の中央期、水温 約１７℃ 

大分地方気象台は、大分県南部（佐伯市）に対し、２月２４日２０時２

０分に強風・波浪注意報を発表し、事故当時、強風・波浪注意報は継続さ

れていた。 

 その他の事項  本船は、和船型漁船で、航海計器は装備されていなかった。 

 船長は、体調不良を訴えていなかった。 

船長は、救命胴衣を着用していなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

あり 

 船長の死因は溺死であった。 

船長は、本船が屋形島南岸沖において、救命胴

衣を着用せずに落水した可能性があると考えられ

るが、落水した状況については、明らかにするこ

とができなかった。 

原因  本事故は、本船が屋形島南岸沖において、船長が救命胴衣を着用せずに

落水したため、発生した可能性があると考えられる。 

 




